
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

芳

賀

雅

美

（八
十
六
期
）

い
ま
さ
ら
私
が
書
く
こ

と
で
は
な
い
が
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
る

″
あ
の
″

福
島
第

一
原
発
事
故
か
ら

１３
年
が
経
過
し
た
。
世
界
的
な
地
球
温
暖
化
対
策
も
進

む
中
、
化
石
燃
料
に
頼

っ
て
い
た
日
本
の
発
電
事
業
は

原
子
力
発
電
に
依
存
し
よ
う
と
し
て
い
た
矢
先
の
大
事

故
で
あ
る
。
日
本
の
電
力
事
情
は

一
変
し
た
。
国
民
の

世
論
も

「原
子
力
発
電
」
を
望
ま
な
い
方
向

へ
と
動
き

始
め
た
の
で
あ
る
。
計
画
停
電
だ

っ
た
り
夏
場
の
恒
常

的
電
力
不
足
が
重
な
り
、　
一
旦
停
止
し
た
原
発
の
再
稼

働
が
棚
上
げ
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
電
力
と
い
う
イ

ン
フ
ラ
の
重
要
性
は
益
々
う
な
ぎ
の
ぼ
り
に
な

っ
て
い

る
。
太
陽
光
発
電
所
や
風
力
発
電
所
が
と
こ
ろ
か
ま
わ

ず

ニ
ョ
キ
ニ
ョ
キ
と
出
現
し
、
法
整
備
も
不
充
分
の
ま

ま

「再
生
可
能

ェ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
御
旗
の
下
で
ご
本
尊

様
と
し
て
百
光
を
浴
び
て
し
ま

っ
た
。

私
ｔ
二

て
こ
そ
リ
タ
イ
ア
し
て
年
金
生
活
者
で
は
あ

る
が
、

・．ら

て
は
英
石
油
会
社
に
４０
年
間
勤
務
し
少
な

か
ら
ず

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
は
関
心
が
高
か

っ
た
。
入

社
後
は
千
葉
や
山
口
の
研
究
所
で
有
機
合
成
技
術
開
発

の
研
究
員
と
し
て
１６
年
勤
務
し
、
本
社
事
業
部
や
情
報

シ
ス
テ
ム
部
を
経
て
最
後
の
１０
年
間
は
電
子
材
料
部
で

生
産
技
術
を
担
当
し
た
。
本
当
に
最
後
の
３
年
間
は
単

身
赴
任
で
静
岡
県
御
前
崎
市
に
あ
る
電
子
材
料
製
造
工

場
で
品
質
管
理
の
仕
事
を
経
験
し
な
が
ら
、
福
島
原
発

事
故
後
の
中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
対
応
を
聞

近
で
見
て
き
た
。
発
電
所
内
に
入
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
、

高
さ
２２

ｍ
ま
で
積
み
上
げ
ら
れ
た
防
潮
堤
の
上
を
歩
き
、

水
密
扉
で
囲
ま
れ
た
原
子
炉
建
屋
、
免
震
棟
制
御
室
を

外
部
か
ら
で
あ
る
が
見
学
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
そ
れ

か
ら
約
９
年
の
歳
月
が
経
過
し
た
が
、
２
０
１
１
年
５

月
に
民
主
党
政
権
時
の
菅
直
人
首
相
が
強
制
的
に
浜
岡

原
発
を
停
止
さ
せ
て
以
来
、
再
稼
働
し
て
い
な
い
。
東

海
地
震
の
震
源
地
の
真
上
に
立
地
し
て
お
り
、
活
断
層

の
評
価
も
不
充
分
で
地
元
住
民
や
静
岡
県
知
事
の
許
認

可
も
得
ら
れ
そ
う
に
な
い
。
不
稼
働
な
が
ら
耐
震
工
事

や
防
潮
堤
の
嵩
上
げ

（
８

ｍ
↓
２２

ｍ
）
、
非
常
用
電
源

の
高
台
移
設
、
水
密
扉
工
事
な
ど
膨
大
な
投
資
と
、
発

電
停
止
中
で
も
発
生
す
る
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
に
加
え
、

地
元

へ
の
交
付
金

・
協
力
金
を
負
担
し
続
け
て
い
る
。

完
全
廃
炉
す
る
に
し
て
も
、
膨
大
な
費
用
負
担
は
続
く
。

核
燃
料
棒
の
保
管
も
負
担
が
大
き
い
だ
ろ
う
。

私
は
化
石
燃
料
に
よ
る
火
力
発
電
が
ず

っ
と
続
け
ら

れ
る
と
は
思

っ
て
お
ら
ず
、
い
ず
れ
は
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
転
換
の
必
要
性
を
訴
え
て
来
た
。
よ
り
二
酸
化

炭
素
排
出
量
の
少
な
い
燃
料

へ
の
転
換
や
、
二
酸
化
炭

素
の
固
定
化
に
よ
る
大
気
排
出
の
抑
制
に
技
術
革
新
は

軸
を
置
い
て
い
っ
た
が
、
世
間
は
特
に
欧
州
で
は
火
力

発
電
そ
の
も
の
に
終
止
符
を
打

つ
よ
う
な
方
針
が
出
さ

れ
た
。
メ
タ
ン
や
水
素
を
燃
や
す
の
も
ダ
メ
、
石
炭
に

ア
ン
モ
ニ
ア
を
混
ぜ
て
燃
や
す
と
二
酸
化
炭
素
が
低
減

化
さ
れ
る
と
確
認
で
き
て
も
、
と
に
か
く
燃
や
す
こ
と

は
ご
法
度
で
あ
る
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
出

光
興
産
と
関
西
電
力
が
共
同
で
進
め
よ
う
と
し
て
い
た

ク
リ
ー
ン
石
炭
発
電
技
術
は
、
環
境
省
の
大
臣
が

「石

炭
」
と
い
う
文
字
を
見
た
だ
け
で
論
外
と

一
蹴
し
て
し

ま

っ
た
。
技
術
内
容
の
評
価
も
せ
ず
に
だ
。
中
国
の
石

炭
火
力
発
電
と

一
緒
に
す
る
な

っ
て
～
の
。

一
方
で
、
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
だ

っ
た
ら
環
境

に
優
し
い
の
か
い
？
私
に
は
疑
間
で
あ
る
。
安
定
的
な

発
電
が
で
き
ず
、
主
力
と
は
な
り
え
な
い
。
い
ま
だ
に

効
率
が
悪
く
、
雨
天

・
曇
天
で
は
発
電
し
な
か
っ
た
り
、

風
が
無
け
れ
ば
動
か
な
い
風
車
だ

っ
た
り
、
逆
に
台
風

の
時
は
破
損
を
防
ぐ
た
め
発
電
を
止
め
て
し
ま
う
。
法
　
６９



的
に
甘
々
だ
か
ら
今
な
ら

ニ
ョ
キ
ニ
ョ
キ
出
現
し
て
い

て
も
、
必
ず
頓
挫
す
る
。
発
電
所
の
建
設
も
併
せ
、
発

電
能
力
と
も
総
合
的
に
評
価
す
れ
ば
、
二
酸
化
炭
素
の

総
排
出
量
は
火
力
発
電
所
と
ど

っ
こ
い
じ
や
な
い
の
か

い
。
耐
久
年
数
だ

っ
て
２０
年
か
そ
こ
ら
で
あ
ろ
う
。
同

じ
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
れ
ば
、
水
力
発
電
や
地

熱
発
電
、
潮
力
発
電
の
方
が
ま
だ
ず
ぅ
～

っ
と
ま
し
だ

（と
思
う
）
。

も
う
彼
も
リ
タ
イ
ア
し
て
し
ま

っ
た
が
、
現
役
時
代

の
飲
み
友
達
で
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
に
勤
務
し
て
い

た
会
社
員
時
代
の
親
友
が
、
小
水
力
発
電
や
地
熱
発
電

事
業
を
推
進
し
て
い
た
。
福
島
県
で
の
例
で
言
え
ば
、

小
水
力
発
電
な
ら

「土
湯
温
泉
町
東
鳩
川
水
力
発
電
所
」

が
あ
る
。
僅
か
１４０
ｋＷ
の
出
力
な
が
ら
、
年
間
８６
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
の
電
力
を
東
北
電
力
に
売
電
し
て
い
る
。

２
０
１
５
年
５
月
に
竣
工
し
、
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
順
調

に
稼
働
し
て
い
る
。　
一
方
地
熱
発
電
で
は
、
磐
梯
山
の

山
麓
で
２
０
１
３
年
か
ら
３
年
間
に
亘
り
、
複
数
個
所

の
環
境
調
査
や
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
。
地
元

地
権
者
や
温
泉
組
合
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
数
多
く

の
説
明
会
を
実
施
し
た
も
の
の
諸
般
の
理
由
で
計
画
は

断
念
し
て
し
ま

っ
た
。
国
立
公
園
内
の
景
観
保
護
と
い

う
面
も
あ
り
、
環
境
省
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
優
先
な
の
か
自

然
環
境
保
護
優
先
な
の
か
理
解
に
苦
し
む
場
面
も
あ

っ

た
。
日
本
は
火
山
国
で
無
限
の
地
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得

ら
れ
る
の
に
、
も

っ
た
い
な
い
。
現
在
福
島
県
内
で
は

唯

一
、
柳
津
町
西
山
地
熱
発
電
所
が
１
９
９
５
年
５
月

か
ら
、
３
万
ｋＷ
の
出
力
で
稼
働
中
で
あ
る
。

（左
）

土
湯
温
泉
町
東
鶏
川
水
力
発
電
所

私
が
推
奨
す
る
再
生
可
能
な
発
電
は
何
と
い
っ
て
も

「小
水
力
発
電
」
で
あ
る
。
福
島
県
内
で
は
先
に
例
示

し
た
土
湯
温
泉
町
の
も
の
を
含
め
、
現
在
６
基
の
発
電

所
が
あ
る
。
猪
苗
代
町
高
見
に
２
基

（出
力
７３０
と
２６０
即
）
、

会
津
若
松
市
戸
の
口
堰

（同
８５０
則
）
、
い
わ
き
市
の
四

時
ダ
ム

（同
４７０
則
）
、
喜
多
方
市
大
平
沼

（同
５７０
則
）

と
６
基
合
計
３
千
２０
酬
で
あ
る
。
山
中
が
多
い
が
自
然

の
景
観
を
ほ
と
ん
ど
壊
さ
ず
、
ひ
っ
そ
り
と
建

っ
て
い

る
の
が
好
ま
し
い
。
２
０
１
６
年
６
月
、
須
賀
川
市
の
　
７０

「新
安
積
疎
水
」
の
流
路
に
、
実
験
設
備
で
は
あ
る
が
、

検
証
用
の
マ
イ
ク
ロ
小
水
力
発
電
機
を
設
置
し
た
。
民

間
会
社
が
田
ん
ぼ
に
沿

っ
て
流
れ
る
水
路
約
百
メ
ー
ト

ル
の
直
線
区
間
に
１０
台
の
発
電
機
を
直
列
に
並
べ
、
総

出
カ
ー０
酬
を
実
現
し
た
。
設
置
は
低

コ
ス
ト
で
簡
単
だ

と
言
う
。

(上 )柳 津町西山地熱発電所



都
市
部
に
だ

っ
て
建
設
は
可
能
だ
。
都
内
の
ビ
ル
内

に
給
排
水
の
水
力
を
利
用
し
て
発
電
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
渋
谷
、
出
力
７
即
）
。
都
の
水
道
局

給
水
所
に
も
発
電
設
備
を
設
置
し
て
い
る
場
所
も
あ
る

（同
３４０
と
３００
ｋＷ
）
。
水
路
が
あ
れ
ば
ど
こ
に
だ

つ
て
設
置

可
能
で
あ
り
、
建
設
費
も
少
な
く
て
済
む
。
江
戸
川
や

荒
川
、
墨
田
川
、
多
摩
川
な
ど
、
河
川
敷
は
国
有
地
な

の
で
土
地
買
収
に
関
わ
る
問
題
も
少
な
い
し
、
ほ
ん
の

幅
１
～
２
メ
ー
ト
ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
水
路
を
敷
設

す
れ
ば
、
直
列
に
縦
型
タ
ー
ビ
ン
水
車
を
複
数
台
設
置

し
て
す
ぐ
に
で
も
‐００
～
３００
師
出
力
の
発
電
所
が
完
成
す

る
。
火
力
発
電
や
原
子
力
発
電
の
よ
う
に
現
場
に
監
視

や
運
転
の
た
め
の
人
員
配
備
を
す
る
必
要
も
な
く
、
遠

隔
で
監
視
や
制
御
を
す
れ
ば
良
い
。
故
障
も
少
な
い
し

ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
は
ゼ

ロ
、
長
期
に
使
用
が
可
能
で

あ
る
。
い
か
が
で
あ
ろ
う
。
も

っ
と
も
１
基
で
‐００
万
師

以
上
の
出
力
を
誇
る
原
子
力
発
電
の
能
力
に
は
か
な
わ

な
い
が
…
…
、
数
打
ち
や
い
い
ん
だ
よ
。
風
力
発
電
だ

っ

て
標
準
的
に
は
１
基
あ
た
り
出
力
６０
～
１００
ｋＷ
程
度
だ
し
。

水
力
発
電
と
言
え
ば
関
西
電
力
の
黒
部
第
四
ダ
ム
の

よ
う
な
、
超
大
規
模
な
堤
防
を
建
設
し
て
河
川
を
堰
き

止
め
、
山
間
部
に
設
置
す
る
発
電
所
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

し
ま
う
。
地
域
住
民
の
反
対
に
も
遭
い
、
県
知
事
や
市

町
村
長
の
同
意
も
得
に
く
く
、
長
い
期
間
す

っ
た
も
ん

だ
し
た
挙
句
に
土
石
流
な
ど
の
自
然
災
害
が
発
生
し
て

多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
か
ら
、
や

つ
と
建
設
が
始
ま

っ

た
ダ
ム
も
多
い
。

建
設
費
は
膨
大
で
犠
牲
も
多
い
。
故
郷
を
追
い
出
さ

れ
た
住
民
が
幾
多
も
存
在
し
、
そ
れ
だ
け
で
ド
ラ
マ
や

ノ
ン
フ
イ
ク
シ
ョ
ン
番
組
を
制
作
す
る
こ
と
が
で
き
る

ほ
ど
だ
。

発
電
所
の
代
表
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
お
こ
う
。

黒
部
第
四
ダ
ム
水
力
発
電
所

富
山
県
／
関
西
電
力

１
９
５
６
年
着
工
で
１
９
６
３
年
６
月
竣
工
、
当
時

の
金
額
で
建
設
費
は
５
１
３
億
円
。
工
事
殉
職
者
１７‐
名
、

開
始
時

の
出
力
２５
万
ｋＷ
、
現
在
３３
万
７
千
ｋＷ
。
映
画

「黒
部
の
太
陽
」
や
観
光
地
と
し
て
も
有
名
。

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所

新
潟
県
／
東
京
電
力

１
９
７
８
年
着
工
で
１
号
機
～
７
号
機
ま
で
あ
る
。

１
９
８
４
年
Ｈ
月
に
１
号
機
運
転
開
始
。
１
９
９
７
年

７
月
に
は
最
後
の
７
号
機
の
運
転
開
始
。
７
基
の
総
出

力
は
、
８２‐
万
２
千
ｋＷ
で
あ
る
。
地
元
自
治
体
や
住
民

ヘ

の
交
付
金

ｏ
協
力
金
を
除
い
た
総
建
設
費
は
、
２
兆
５

千
７
１
０
億
円
。
も
ち
ろ
ん
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
入
っ

て
い
な
い
。
世
界
最
大
の
原
子
力
発
電
所
で
あ
る
が
、

現
在
は
全
機
停
止
中
で
あ
る
。
再
開
の
目
途
は
な
い
。

小
水
力
発
電
所
は
出
力
こ
そ
小
さ
い
も
の
の
、
１
基
数

百
万
～
数
千
万
円
で
建
設
可
能
で
あ
り
、
大
き
く
ケ
タ

違
い
に
な

っ
て
い
る

（そ
も
そ
も
比
較
す
る
方
が
間
違

っ

て
い
る
か
も
？
）
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー
小
水
力
発
電
設
備

東
京
都
渋
谷
区
／
全
量
自
家
消
費

原
子
力
発
電
と
並
列
し
て
比
較
す
る
の
も
お
こ
が
ま

し
い
が
、
渋
谷
放
送
セ
ン
タ
ー
内
の
ス
タ
ジ
オ
や
事
務

室
等
を
冷
暖
房
す
る
空
調
設
備
の
配
管
に
小
水
力
発
電

設
備

（
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
シ
ス
テ
ム
）
を
導
入
し
、

２
０
０
８
年
５
月
７
日
か
ら
運
転
を
開
始
し
て
い
る
。

２
系
列
で
並
列

・
直
列

。
片
側
運
転
が
切
替
可
能
と
な

つ

て
お
り
、
出
力
は
最
大
で
７
則
。
こ
の
小
水
力
発
電
設

備
で
は
、
ビ
ル
内
の
空
調
機
を
冷
却
す
る
た
め
に
使
わ

れ
る
循
環
水
を
水
流
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
こ
の
循

環
水
は
、
地
下
に
あ
る
蓄
熱
槽
に
溜
め
ら
れ
て
お
り
、

空
調
設
備
を
冷
却
す
る
た
め
に
、
ポ
ン
プ
を
使

っ
て
上

層
階

へ
と
揚
水
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
冷
却
水
と
し
て
使
　
７１



わ
れ
た
水
は
、
パ
イ
プ
を
通
り
地
下
の
蓄
熱
槽
に
落
ち

る
。
そ
の
位
置
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
発
電
す
る
と

い
う
仕
掛
け
だ
。
ビ
ル
建
屋
内
の
既
存
設
備
を
利
用
し

て
い
る
た
め
、
設
置

コ
ス
ト
は
５
百
万
円
程
度
と
推
定

さ
れ
る
。
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
は
も
ち
ろ
ん
ゼ

ロ
だ
。

日
本
の
発
電
事
業
は
今
後
の
需
要
の
伸
長
度
を
考
え

る
と
、
待

つ
た
な
し
の
最
重
要
推
進
項
目
で
あ
る
。
政

府
は
安
全
性
が
確
認
さ
れ
れ
ば
原
子
力
発
電
所
を
順
次

稼
働
さ
せ
る
と
い
う
政
策
に
出
た
。
ま
た
新
規
の
建
設

に
も
意
欲
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
本
当

に
安
全
性
が
保
た
れ
る
の
で
あ
れ
ば
良
い
が
、
ま
だ
核

分
裂
を
制
御
す
る
能
力
は
人
類
に
は
な
い
と
思
う
。
放

射
線
を
放
出
し
な
い
で
制
御
で
き
る
技
術
が
や

っ
て
く

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
使
用
済
み
燃
料
や
核
廃
棄
物
の
処

理
方
法
を
未
来
の
技
術
開
発
に
預
け
た
ま
ま
見
切
り
発

車
し
た
現
在
の
原
子
力
事
業
は
、
大
い
に
反
省
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
話
を
元
に
戻
す
が
、
火
力
発
電
所
を

全
て
廃
棄
す
る
の
で
は
な
く
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を

で
き
る
だ
け
抑
制
で
き
る
技
術
が
育
ち

つ
つ
あ
る
中
、

行
政
で
潰
す
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
正

し
い
判
断
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
切
に
望
ん
で
い
る
。

も
う
電
気
の
な
い
江
戸
時
代
以
前
の
暮
ら
し
に
は
戻

れ
な
い
の
だ
か
ら
…
…
。

最
後
に
３
年
間
暮
ら
し
た
御
前
崎
市
で
の
体
験
を
い

く

つ
か
の
写
真
に
ま
と
め
て
掲
示
す
る
。
工
場
は
国
道

‐５０
号
線
の
す
ぐ
北
側
に
立
地
し
、
浜
岡
原
発
ま
で
直
線

で
５
ｋｍ
ほ
ど
。
屋
上
に
立
つ
と
原
発
建
屋
が

一
望
で
き
、

国
道
南
側
海
沿
い
に
な
る
が
、
至
近
に
１０
本
ほ
ど
風
力

発
電
用
の
風
車
が
立
つ
。
プ

ロ
ペ
ラ
が
発
す
る
低
周
波

の
音
に
悩
ま
さ
れ
た
が
、
今
と
な

っ
て
は
懐
か
し
い
思

い
出
で
あ
る
。
中
部
電
力
か
ら
年
間
数
万
円
と
ち
ょ
っ
　
７２

ぴ
り
で
は
あ
る
が
、
原
発
協
力
金
の
名
日
で
電
気
料
金

の
割
引
も
受
け
取

っ
た
が
、
賄
賂
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

断
る
こ
と
も
選
択
肢
に
あ

っ
た
が
、
迷
惑
料
と
し
て
あ

り
が
た
く
頂
戴
し
た
。

（元

。
出
光
興
産
閉
勤
務
）
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